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を 2012 年春に刊行した。八田家の目録はこれまで 3 冊
刊行（第 41・48・50 集）し、第 94 集と合わせて 12565
点の文書が収められている。但し、佃家文書はたいへん
膨大な点数に及んでいるため、現在も整理作業と目録作


























同年 12 月1 日には御用金の切り捨てにより 20 人扶持が
加増され、合計 50 人扶持が給されることとなった。御用
金の総額は不明ながら、寛延元年 12 月 21 日の「覚」に
よれば、495 両の貸し付けが確認できる。3 代目当主孫
左衛門は寛保 2 年（1742）に生まれた。父嘉助が死去し
た宝暦 6 年（1756）はわずか 15 歳であったが、藩より
30 人扶持が給付されることとなった。同 11 年に町年寄に
就任。寛政 4 年（1792）までの間、30 年以上町年寄を














14 年には川船運送方御用、文政 7 年（1825）には社倉















文化 10 年（1813）とは、4 代目当主嘉右衛門の時代である。


















「天」には 17 種 107 冊の書物が記されている。その
すべてを記せば、「孝経大全」（10 冊）、「碧巌集」（5 冊「碧
巌録」のことか）、「合類大節用集」（13 冊）、「孫子国字
解」（10 冊）、「李滄濱尺牘」（3 冊）、「同尺牘」（1 冊）、「古
文真宝」（2 冊）、「新訓蒙求」（3 冊）、「風俗文選」（9 冊）、
「小学句読」（4 冊）、「古文孝経標註」（1 冊）、「武経七書
俚諺鈔」（30 冊）、「海国兵談」（6 冊）、「楠家伝」（7 冊）、


















































































































一つは、『内田家某家所蔵品入札目録』（昭和 7 年 10








































































平成 24 年 11 月17 日（土）～18 日（日）、第 36 回国際日本文学研究集会が国文学研究資料館において開催され
ました。二日間に渡る研究集会において、国内外の応募より選出された 12 名の研究発表、6 名のショ トーセッション








第 36 回国際日本文学研究集会における研究発表の全文及びショ トーセッション発表の要旨、ポスターセッションの
テーマを収録した会議録は来年 3 月に国文学研究資料館より出版される予定で、会議プログラム及び要旨集（日本語・
英語）の PDF 版は、国文学研究資料館の web にて公開されておりますので、御覧いただければ幸いです。
（http://www.nijl.ac.jp/pages/event/symposium/2012/japanese_literature.html）
なお、第 37 回国際日本文学研究集会は平成 25 年11月30 日（土）～12 月1日（日）に開催される予定です。若手
の研究者や外国人研究者がより参加しやすくするために、第 37 回研究集会の研究発表・ショー トセッション発表および
ポスターセッション発表の三つのセッションにおいては、とくにテーマを設定しません。また、ポスターセッション発表に















































「Bridging the gap – Past and Present Japanese Resources in the Digital Age」をテーマに掲げた今大会は、
パネルセッション「古典籍の大規模なデジタル画像オンライン化のあと、何が次に必要とされるのか？」で始まりま













表が行われました。特に今回の開催地ドイツに合わせて、Andreas Mettenleiter 氏の「German POWs in Japan 
– materials in the libray and archives of the Siebold-Museum Würzburg」、Hartmut Walravens 氏 の「Oscar 






























12 月 8 日（土）、神田にてサテライト講座「近代文学」を実施しました。
まず青田寿美氏（当館准教授）が「“ 書脈 ” を追う─典籍に残された印（しるし）と証（あかし）」という題で話さ















平成 24 年度 国文学研究資料館「古典の日」講演会
















開 催 期間 ： 平成２４年１０月２日、９日、１６日、２３日、３０日。５回
講　　師 ： 今西祐一郎館長
テ キスト ： 『源氏物語』承応三年、八尾勘兵衛刊。５４冊。絵入本。請求記号、
サ４－２６。尚、この資料は全冊のカラーデジタル画像を当館ホー
ムページにて公開しており、どなたでも御覧になれます。













会期中の 3 月 8 日（金）には、「国文学研究資料館 災害連携研究報告会」（午
後 1 時～ 4 時、国文学研究資料館大会議室）の開催も予定されています。
皆さまのご観覧をお待ちしております。（太田尚宏）
開催期間 ： 平成 25 年1月30日（水）～ 3 月15日（金）
開催時間 ： 午前 10 時～午後 4 時 30 分　※入室は午後 4 時まで
休 室 日 ： 日曜日・月曜日・祝日
入 場 料 ： 無料





















































〒 190-0014  東京都立川市緑町 10-3
Tel.050-5533-2910  Fax.042-526-8604




2 月 3 月 4 月
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31
●開館 ９：３０～１８：００　●請求受付 ９：３０～１２：００，１３：００～１７：００　●複写受付 ９：３０～１６：００
ただし、土曜開館日は、
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閲覧室カレンダー　２０１３年２月～４月 ■青は休館日　■黄色は土曜開館日
表紙絵資料紹介




～ 1648 年）幕府撰日本図の写しと言われ、近年、当館蔵「日本総図」は寛文 9 年
（1669）以降の写しであり、同じ種類の日本図が大阪府立中之島図書館などに所蔵さ
れていることが明らかにされている。顔料や継紙の剥離が目立ったが、現在は修復が
成されている。（西村慎太郎）
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。
